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山岡中学校

　山岡町は、明治時代に８村の合併により誕生
しました。現在も、８つの区という単位で存続
し、地区行政を進めています。今でも区毎に祭
りが盛大に行われます。豊作を祈って行われる
祭りでは、代々受け継がれている獅子舞・笛など
が披露されます。その祭りに太鼓や笛を練習
し、子どもたちも参加します。「地域の子は地域
で育てる」という山岡のまちづくりの精神が、今
も脈々と受け継がれています。その地域の教育
力の高さこそ、次に紹介する学校の取り組みの
土台になっています。
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①地域社会と学校を双方向に結ぶ地域選択授業

　山岡町の伝統や、地域の施設を生かした９つ
のコース（「弓道」「健康増進」「太鼓」「茶道」
「郷土料理と手芸」「アルキメデス」「木材加工」
「オペレッタ」「パソコン」）を開設しています。
地域で暮らしているスペシャリストと触れ合い
ながら、技や礼儀作法を学んでいます。教科授
業で身に付けた力をもとにしながら、机上の勉
強ではできない経験の中で、自ら学んでいこう
とする姿勢や学ぶ力も身に付けています。

  　　　　　　　　
　　　　       　 
 ②地域ボランティア
　地域選択授業での出会いから、地域でのつな
がりへと関係は広がっていきました。「地域の
方々の熱意は、私たちを育ててくれるため。尊

敬と感謝の気持ちでいっぱい」「何か私たちがお
返しできることはないか」という気持ちを生み、
地域の行事への参加や、地域ボランティアと
いった活動の勢いにつながっていきました。平
成１８年度には、親子フェスタという行事を、地
域の方々と一緒につくり上げてきました。本年
度は、地域安全にかかわって『犯罪のない安心し
て暮らせる町づく
り』を目指し、中学
生としてできるこ
とをしていきたい
と考えています。
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　地域ぐるみの教育で培った自主的な姿勢は、
生徒会活動にも生かされています。
　本年度、山岡中学校では学校行事を区切りと
し、１年を６期に分け、期ごとに目標を決め、全
校で目標の達成に向けて取り組んでいます。生
徒会はその取り組みの中心になり、全校をリー
ドしています。『土台づくり』の１期では、あい
さつ運動を中心に、規律ある生活を作ってきま
した。また掃除・合唱・体育大会など、全校縦
割りで、活動を行っています。学校の顔である
３年生が下級生を指導し、学年を越えてより良
い活動ができるように
頑張っています。
　生徒会を中心にした
自治活動は、学級づく
りや授業にも生かされ
てきます。現在「仲間と
かかわり合いながら、
学び合う学習集団づく
り」をめざして、教師と
生徒が一体になって授
業に取り組んでいます。

生徒数　１５３人　学級数　７学級
住所　山岡町下手向１８２番地４
�５６-２６１４（代）学校ホームページ http://www.ena-gif.ed.jp/
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